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消えて行く 学校　井上　豊

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

　
二
【
学
制
頒
布
（
が
く

せ
い
は
ん
ぷ
）
前
後
】
　

　
　
　
　
　
・
・
・
続
き

イ
、
開
校
へ
の
動
き

　
明
治
新
政
府
は
、
す
で

に
触
れ
た
よ
う
に
全
国
を

八
大
学
区
に
分
け
、
中
学

区
、
小
学
区
に
細
分
し
て
、

「
ム
ラ
ニ
不
学
ノ
戸
ナ
ク

不
学
ノ
人
」
な
き
よ
う
、

一
大
教
育
改
革
に
着
手
し

た
。
こ
れ
が
「
学
制
頒

布
」
の
精
神
で
あ
っ
た
。

国
民
皆
学
、
無
文
盲
の
目

標
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

だ
新
政
府
の
意
気
込
み
が

看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、

次
の
太
政
官
布
告
二
一
四

号
の
布
達
で
あ
る
。
明
治

五
年
七
月
、
中
央
官
庁
の

太
政
官
か
ら
発
せ
ら
れ
た

が
、
県
よ
り
郡
庁
へ
そ
し

て
各
区
に
示
達
さ
れ
た
の

は
、
三
ヶ
月
後
の
十
月
で

あ
っ
た
。

 

人
々
自
ら
そ
の
身
を
立

て
、
そ
の
産
を
治
め
、
そ

の
業
を
昌
に
し
て
、
以
て

そ
の
生
を
遂
ぐ
る
ゆ
え
ん

の
も
の
は
、
他
な
し
。
身

を
治
め
、
智
を
開
き
、
才

芸
を
長
ず
る
は
、
学
に
あ

ら
ざ
れ
ば
能
わ
ず
。
是
れ

学
校
の
設
け
あ
る
ゆ
え
ん

に
し
て
、
日
用
常
業
、
言

語
書
算
を
初
め
、
士
官
農

商
、
百
工
技
芸
及
び
法
律

政
治
、
天
文
医
療
等
に
至

る
ま
で
、
凡
そ
人
の
営
む

と
こ
ろ
の
こ
と
、
学
あ
ら

ざ
る
は
な
し
。
人
、
よ
く

そ
の
才
あ
る
と
こ
ろ
に
応

じ
、
勉
励
し
て
、
こ
れ
に

従
事
し
、
し
こ
う
し
て
後
、

初
め
て
生
を
治
め
、
産
を

興
し
、
業
を
昌
に
す
る
を

得
べ
し
。
さ
れ
ば
、
学
問

は
身
を
立
つ
る
の
財
本
と

も
い
う
べ
き
も
の
に
た
い

し
て
、
人
た
る
も
の
誰
か

学
ば
ず
し
て
可
な
ら
ん
や
。

（
略
）

　
今
般
文
部
省
に
お
い
て
、

学
制
を
定
め
、
追
々
教
則

を
も
改
正
し
、
布
告
に
及

ぶ
べ
き
に
つ
き
、
今
よ
り

以
後
、
一
般
の
人
民
、
華

士
族
卒
、
農
工
商
及
び
婦

女
子
、
必
ず
む
ら
に
不
学

の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の

人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を

期
す
。
人
の
父
兄
た
る
も

の
、
宜
し
く
こ
の
意
を
体

認
し
、
そ
の
愛
育
の
情
を

厚
く
し
、
そ
の
子
弟
を
し

て
、
必
ず
学
に
従
事
せ
し

め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の

な
り
。

　
高
上
の
学
に
至
り
て
は
、

そ
の
才
能
に
任
す
と
い
え

ど
も
、
幼
童
の
子
弟
は
男

女
の
別
な
く
、
小
学
に
従

事
せ
し
め
ざ
る
も
の
は
、

そ
の
父
兄
の
越
度
た
る
べ

き
こ
と
。
（
略
）

　
右
ノ
通
リ
仰
セ
出
サ
レ

候
条
、
地
方
官
ニ
オ
イ
テ
、

辺
隔
ノ
小
民
ニ
至
ル
マ
デ
、

モ
ラ
サ
ザ
ル
ヨ
ウ
、
宜
シ

ク
解
釈
ヲ
加
エ
、
精
細
ニ

申
シ
諭
シ
、
文
部
省
規
則

ニ
随
イ
、
学
問
普
及
致
シ

候
ヨ
ウ
、
方
法
ヲ
設
ケ
施

行
ス
ベ
キ
事
。

　
明
治
五
年
壬
申
七
月
　

　
　
　
　
　
　
　
太
政
官

　
前
書
御
触
レ
ノ
趣
村
々

御
高
札
場
ヘ
張
リ
出
シ
、

諸
人
ニ
掲
示
セ
シ
メ
候
ヨ

ウ
御
達
シ
ノ
事
。

　
申
十
月

　
　
第
八
区

　
　
　
戸
副
長

　
黒
野
田
村
始
メ

　
小
篠
村
マ
デ

　
　
右
村
々

　
　
　
　
　
　
役
人
中
　

　
こ
の
太
政
官
布
告
は
、

「
被
仰
出
書
（
お
お
せ
い

だ
さ
れ
し
ょ
）
」
あ
る
い

は
「
学
制
序
文
」
と
し
て

回
達
さ
れ
た
が
、
明
治
六

年
、
県
権
令
藤
村
紫
朗
は
、

こ
の
太
政
官
布
告
を
解
説

す
る
一
文
を
「
叙
」
と
し

て
草
し
、
教
育
振
興
に

並
々
な
ら
ぬ
熱
意
の
あ
る

と
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
学
務
官
三
谷

恒
が
こ
れ
に
続
い
て
「
学

制
解
釈
」
を
し
、
章
ご
と

の
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

中
央
集
権
的
、
画
一
的
な

「
学
制
」
の
新
設
で
は
あ

っ
て
も
、
こ
う
し
た
政
府

の
意
を
体
し
た
県
の
施
策
、

意
欲
が
付
随
し
な
か
っ
た

な
ら
ば
日
本
全
国
に
わ
た

る
教
育
の
普
及
徹
底
は
望

ま
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
一
般

の
村
民
へ
は
高
札
場
へ
張

り
出
す
掲
示
と
い
う
形
式

で
知
ら
し
め
た
だ
け
で
は
、

こ
の
太
政
官
布
告
の
真
意

は
、
到
底
村
民
の
理
解
す

る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た

と
い
え
る
。

　
翌
明
治
六
年
二
月
、
司

法
卿
江
藤
新
平
の
名
で
次

の
よ
う
な
通
達
が
出
さ
れ

た
。

　
地
方
官
及
ビ
ソ
ノ
戸
長

等
ニ
テ
、
太
政
官
及
ビ
諸

省
ノ
布
達
ニ
モ
ト
リ
、
布

達
シ
ナ
キ
儀
、
各
地
方
ニ

オ
イ
テ
未
ダ
掲
示
致
サ
ザ

ル
向
キ
モ
コ
レ
ア
ル
ヤ
ニ

テ
、
各
人
民
承
知
致
サ
ザ

ル
者
モ
コ
レ
ア
ル
ヤ
ニ
相

イ
聞
コ
エ
、
不
都
合
ニ
ツ

キ
、
今
ヨ
リ
裁
判
所
前
ナ

ラ
ビ
ニ
戸
長
宅
前
ニ
、
右

布
達
写
シ
文
字
イ
ロ
ウ
ナ

ク
、
キ
ッ
ト
掲
示
イ
タ
ス

ベ
ク
、
コ
ノ
旨
相
イ
達
シ

候
也
。

　
山
梨
県
権
参
事

　
　
富
岡
敬
明
　
　
印

　
　
　
都
留
郡

　
　
　
　
正
副
区
長

　
　
　
　
正
副
戸
長

　
県
で
は
権
参
事
の
富
岡

敬
明
の
名
で
、
管
下
の
区

戸
長
へ
通
達
し
た
。
こ
れ

を
み
て
も
中
央
や
県
の
意

図
は
、
中
々
浸
透
し
て
い

か
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
明
治
五
年

で
あ
る
が
、
藤
村
県
権
令

は
次
の
よ
う
な
指
令
を
出

し
て
い
た
。

　
文
明
開
化
ノ
今
日
ニ
至

リ
テ
、
小
民
末
々
幼
童
婦

女
ニ
至
ル
マ
デ
、
一
向
ニ

世
間
ノ
事
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ハ
、

云
ウ
甲
斐
（
か
い
）
ナ
キ

事
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
知
ル
ハ

新
聞
紙
ニ
シ
ク
物
ナ
シ
。

ソ
モ
ソ
モ
新
聞
紙
ハ
海
内

ヲ
始
メ
、
外
国
各
地
ノ
情

態
マ
デ
モ
精
細
ニ
記
シ
、

人
々
ノ
善
行
恵
事
モ
有
リ

ノ
マ
マ
ニ
載
（
の
）
セ
タ

レ
バ
、
自
ラ
勧
善
懲
悪

（
か
ん
ぜ
ん
ち
ょ
う
あ

く
）
ノ
旨
備
ワ
リ
テ
、
風

ヲ
移
シ
、
俗
ヲ
易
エ
ル
ノ

シ
ョ
ウ
径
ナ
リ
。
又
各
家

業
ノ
上
ニ
オ
イ
テ
利
益
ト

ナ
ル
ベ
キ
筋
モ
マ
マ
コ
レ

有
リ
。
然
リ
ト
イ
エ
ド
モ
、

目
ニ
文
字
無
ク
、
自
身
読

ミ
解
ク
事
能
ワ
ザ
ル
者
多

シ
。
ア
ニ
、
イ
カ
ン
ナ
ラ

ズ
ヤ
。
コ
コ
ニ
オ
イ
テ
一

法
ヲ
設
ク
。
自
今
在
々
、

村
々
、
神
官
、
僧
侶
、
農

民
ノ
内
、
当
器
ノ
者
ヲ
選

ビ
、
読
師
ト
シ
テ
右
新
聞

解
話
ノ
エ
ン
ヲ
開
キ
、
彼

ノ
幼
童
婦
女
ニ
至
ル
マ
デ

随
意
聴
聞
到
サ
ス
ベ
シ
。

開
エ
ン
規
則
ハ
猶
別
紙
ニ

記
ス
。
コ
ノ
旨
毎
区
正
副

戸
長
、
毎
村
里
正
等
ヨ
ク

ヨ
ク
体
認
シ
テ
懇
切
ニ
心

配
致
ス
ベ
キ
事
。

　
　
　
　
　
　
　
申
九
月

　
と
し
て
、
六
カ
条
の
規

則
を
設
け
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
一
、
三
、
六
、
八

等
の
夜
を
も
っ
て
毎
月
六

回
ほ
ど
開
催
す
べ
き
事
、

適
当
な
内
容
の
新
聞
を
求

め
、
代
価
は
村
費
と
す
る
。

読
師
へ
の
謝
礼
、
燃
料
費

も
村
費
の
こ
と
、
等
で
あ

る
。

　
文
明
開
化
の
世
に
な
っ

て
、
立
ち
所
に
人
心
が
一

新
し
、
政
府
の
意
図
す
る

理
想
国
家
や
国
民
に
変
わ

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、

自
明
の
こ
と
で
、
そ
の
た

め
に
県
で
は
新
奇
な
施
策

を
打
ち
出
し
て
、
一
刻
も

早
く
開
化
を
成
就
し
た
か

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ

に
焦
り
が
現
れ
、
行
き
過

ぎ
が
批
判
と
な
っ
て
生
じ

て
き
た
と
し
て
も
、
評
価

は
大
筋
に
お
い
て
な
さ
れ

る
に
違
い
な
い
。
次
の
資

料
も
こ
れ
に
関
連
し
て
い

る
。

各
区
正
副
区
長

　
同
　
戸
長

学
校
ソ
ノ
他
ニ
オ
イ
テ
、

新
聞
解
話
相
イ
聞
キ
候
向

キ
ハ
、
諸
布
告
モ
併
セ
テ

講
説
イ
タ
シ
、
上
意
徹
底

候
ヨ
ウ
取
リ
ハ
カ
ラ
イ
申

ス
ベ
キ
事
。

明
治
六
年
七
月
二
十
八
日

山
梨
県
権
令
　
藤
村
紫
朗

つ
ま
り
、
学
校
や
地
区
民

の
集
会
等
に
お
い
て
、
諸

布
告
が
理
解
徹
底
さ
れ
る

よ
う
解
説
の
必
要
を
認
め

た
も
の
で
あ
る
。
新
聞
を

通
し
て
内
外
の
情
勢
を
知

り
、
国
や
県
の
政
策
を
理

解
で
き
る
教
養
と
識
見
を

同
時
に
ね
ら
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
一
般
民
衆

の
教
化
教
導
は
、
指
示
や

布
達
だ
け
で
浸
透
し
な
い

こ
と
を
承
知
し
た
上
で
の

具
体
策
で
あ
る
。
そ
れ
を

学
校
の
児
童
生
徒
に
ま
で

行
き
わ
た
ら
せ
る
方
途
に

及
ん
だ
こ
と
は
、
成
果
は

と
も
か
く
、
並
な
み
な
ら

ぬ
意
欲
が
感
知
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
気
運

の
中
で
小
学
校
の
設
立
問

題
が
展
開
し
て
い
く
の
で

あ
る
。
今
ま
で
、
設
立
を

促
進
し
て
い
た
主
役
は
、

県
で
任
命
し
た
「
学
区
取

締
人
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
各
区
の
区
長
に
替
え
る

こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
土
地
の
貧
富
、
人
情
の

厚
薄
、
地
形
の
便
否
モ
熟

知
」
し
て
い
る
区
長
が
担

当
す
れ
ば
、
「
万
端
便
利

ニ
シ
テ
容
易
ニ
成
功
」
す
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大月市の写真や以前の風景が写った
写真を持っている方を探しています。
もし持っている方で、写真を貸して
下さる方がいましたら下記の電話番
号までお知らせ下さい。ご協力宜し
くお願い致します。

　　　　　　　住まいル新聞編集部
　　　　　　　　TEL：0554-22-2500

提供者募集

学校の成立と推移

べ
し
と
建
議
し
、
決
定
を
み

る
の
が
六
年
四
月
で
あ
る
。

区
長
、
戸
長

小
学
校
設
立
ノ
儀
ハ
、
カ
ネ

テ
相
イ
達
シ
置
キ
候
次
第
モ

コ
レ
ア
リ
候
ト
コ
ロ
、
即
今

草
創
ノ
際
、
一
時
ニ
数
校
ヲ

設
ク
ル
ハ
難
キ
コ
ト
ニ
テ
、

又
コ
レ
ヲ
設
立
ス
ル
ト
モ
ソ

ノ
力
ア
タ
ワ
ザ
レ
バ
、
自
然

体
裁
モ
整
ワ
ズ
、
学
校
ハ
コ

レ
ソ
ノ
名
ノ
ミ
ニ
属
シ
候
ヨ

ウ
ノ
儀
ニ
テ
ハ
、
幼
童
ノ
進

歩
ニ
関
ワ
リ
候
コ
ト
ニ
付
キ
、

即
今
先
ズ
一
区
一
校
ヲ
目
的

ト
シ
、
コ
ノ
ウ
チ
区
内
ノ
宏

狭
遠
近
ニ
ヨ
リ
、
幼
童
通
学

ノ
便
否
ヲ
ハ
カ
リ
、
ア
ル
イ

ハ
二
三
四
校
ヲ
設
立
ス
ル
モ

コ
レ
有
ル
ベ
シ
。
右
校
数
設

立
場
所
等
ハ
昨
今
取
リ
調
ベ

中
ニ
テ
、
不
日
確
定
ノ
上
、

相
イ
達
ス
ベ
ク
候
条
、
タ
ト

エ
一
区
ニ
、
三
四
校
ヲ
設
ク

ル
モ
、
ス
ベ
テ
一
区
内
ノ
全

力
ヲ
以
テ
取
リ
建
テ
申
ス
ベ

キ
主
意
ニ
付
キ
、
一
区
限
リ

ソ
レ
ゾ
レ
合
議
、
即
チ
一
区

中
ノ
儀
ハ
区
長
盟
主
ト
相
イ

心
得
、
正
副
戸
長
ハ
区
長
ヲ

タ
ス
ケ
、
設
立
方
、
方
法
怠

リ
ナ
ク
心
配
ヲ
遂
ゲ
、
不
日

ノ
指
令
ヲ
相
イ
待
ツ
ベ
シ
。

コ
ノ
段
心
得
ノ
タ
メ
相
イ
達

シ
候
事
。

　
明
治
六
年
三
月
三
十
日

　
　
山
梨
権
令
　
藤
村
紫
朗 
 

 

こ
こ
に
、
一
区
一
校
の
実

現
に
向
け
て
、
各
区
が
そ
れ

ぞ
れ
区
長
を
盟
主
に
仰
ぎ
、

正
副
戸
長
が
力
を
合
わ
せ
て

動
き
出
す
拍
車
が
か
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
地

区
の
状
況
に
よ
り
一
区
内
に

三
、
四
校
設
立
す
る
場
合
で

も
、
す
べ
て
そ
の
区
の
財
力

に
よ
っ
て
設
立
す
べ
き
こ
と

を
指
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
小
学
校

創
建
の
心
得
を
各
区
の
区
戸

長
に
、
次
の
よ
う
に
通
達
し

て
い
る
。

　
校
舎
ハ
新
築
又
ハ
寺
院
ヲ

以
テ
コ
レ
ニ
ア
テ
ル
モ
、
ソ

ノ
区
ノ
情
態
ニ
マ
カ
ス
ト
イ

エ
ド
モ
、
凡
ソ
先
ズ
入
学
ス

ベ
キ
ソ
ノ
所
属
村
々
、
男
女

幼
童
ノ
数
ヲ
算
シ
テ
、
後
日

差
シ
支
エ
ナ
キ
ヲ
用
ス
。

こ
と
と
し
た
。

　
区
戸
長
を
通
し
て
小
学
校

を
開
設
す
る
具
体
策
は
、
官

選
の
学
区
取
締
人
の
場
合
よ

り
は
る
か
に
効
率
的
で
、
住

民
へ
の
説
得
力
も
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
文
明
開
化
が
学

校
の
設
立
に
よ
っ
て
躍
進
す

る
こ
と
を
、
理
解
さ
せ
よ
う

と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
財

源
の
な
い
国
や
県
が
受
益
者

負
担
と
し
て
、
区
や
村
の
責

任
の
中
で
一
切
を
ま
か
な
う

よ
う
求
め
た
こ
と
は
、
止
む

を
え
な
い
と
は
い
え
、
区
や

村
の
当
事
者
に
と
っ
て
は
頭

痛
の
種
で
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。

　
新
聞
解
話
会
を
開
催
す
る

よ
う
指
示
し
た
り
、
あ
る
い

は
「
無
益
の
散
財
ヲ
転
ジ
テ

有
用
進
歩
ノ
途
ニ
供
シ
、
学

校
隆
盛
ノ
タ
ス
ケ
」
と
す
る

よ
う
、
藤
村
県
権
令
の
布
達

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
微
細

な
教
導
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
つ
い
に
は
明
治
六

年
四
月
の
布
達
で
、
静
岡
県

で
は
、
小
学
校
設
立
の
た
め

男
子
残
ら
ず
断
髪
を
決
行
し
、

髪
結
い
に
要
す
る
費
用
を
学

校
設
立
資
金
に
積
み
立
て
る

と
い
う
美
談
を
紹
介
し
て
、

意
識
の
高
揚
を
は
か
る
ま
で

に
至
っ
た
。
こ
れ
が
ど
の
程

度
ま
で
効
を
奏
し
た
か
は
不

明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
明
治
七
年
二
月
、

権
令
代
理
、
山
梨
県
参
事
富

岡
敬
明
の
名
で
、
同
様
の
布

達
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　　
学
校
設
立
ヨ
リ
道
路
ノ
修

繕
等
、
漸
次
功
ヲ
奏
ス
ル
ニ

至
リ
、
ソ
ノ
他
即
今
、
民
間

ノ
風
況
、
追
日
美
ニ
ツ
キ
、

ツ
イ
ニ
他
県
ニ
モ
恥
ジ
ザ
ル

ニ
至
ラ
ン
ト
管
下
人
民
ノ
為

ニ
歓
喜
ス
ル
処
ナ
リ
。

 

と
本
県
の
躍
進
ぶ
り
を
評

価
し
て
い
る
が
、
管
下
の
人

民
の
頭
髪
を
見
る
に
、
い
わ

ゆ
る
「
カ
マ
ド
」
の
よ
う
な

形
で
ま
こ
と
に
見
苦
し
い
。

そ
れ
は
健
康
を
害
し
、
何
よ

り
せ
っ
か
く
の
文
明
開
化
を

後
退
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
野
ば
ん
な
頭
で
笑

い
を
招
く
の
は
残
念
で
あ
る

か
ら
、
断
髪
を
し
て
良
風
美

俗
の
模
範
と
な
る
よ
う
区
戸

長
は
、
懇
ろ
に
諭
し
て
、
不

心
得
者
の
出
な
い
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
、
静
岡
県
の
場

合
の
よ
う
な
学
校
設
立
の
費

用
に
充
て
る
こ
と
は
触
れ
て

い
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ざ

ん
ぎ
り
」
頭
に
、
急
に
は
な

り
き
れ
な
か
っ
た
様
子
が
伺

え
て
面
白
い
。

　
ま
た
、
県
権
令
は
、
凡
そ

区
戸
長
た
る
も
の
は
、
職
務

の
合
間
に
次
の
よ
う
な
本
を

読
む
べ
き
で
あ
る
と
、
村
民

の
教
導
に
必
要
な
読
書
の
指

示
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

 

　
　
一
月
号
へ
つ
づ
く
…

　
　
　

－写真提供－

-賑岡町　小俣　正敏様より提供-

← 昔の瀬戸小学校の様子

-七保町　小俣　敏男様より提供-

昔の大月東西中学校の様子 ↑→

12月号にも引き続き掲載します！

↑ 昔の下和田小学校の様子
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